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なぜ三重大学は
地域拠点サテライトを
設置したのか？

鶴岡　信治三重県地方自治研究センター　副理事長
三重大学　理事（研究・社会連携担当）･副学長

　

三
重
大
学
は
、
三
重
県
の
活
性
化
を
目

指
し
、
各
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
に
、
平
成
28
年
11
月
に
伊
賀
サ
テ
ラ
イ

ト
と
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト
、
平
成
29
年
４

月
に
伊
勢
志
摩
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
、

平
成
30
年
度
に
北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
り
（
図
１
）、
三
重
大
学

が
地
域
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
学
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
大
学
は
、
三
重
県
で
唯
一
の
国
立

大
学
で
あ
り
、
唯
一
の
総
合
大
学
で
あ

る
。
三
重
大
学
の
前
身
を
た
ど
れ
ば
、
津

藩
の
藩
校
有
造
館
（
１
８
２
０
年
設
立
）

で
あ
り
、
歴
史
も
長
く
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
は
深
い
。
そ
の
た
め
、
三
重
大
学
の

教
員
は
、
三
重
県
各
地
で
様
々
な
地
域
連

携
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
。
そ
れ
で
、
こ
の
よ
う
な
地

域
連
携
活
動
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
に
、

三
重
大
学
の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
に
活
動

拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
を
行
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、「
四
日
市
フ
ロ
ン
ト
」
を
三

重
県
北
勢
地
域
で
の
産
学
官
連
携
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
企
業
や
市
民
の

方
々
と
よ
り
一
層
密
着
し
活
動
す
る
拠
点

と
し
て
、
近
鉄
四
日
市
駅
の
近
く
の
公
益

財
団
法
人
三
重
北
勢
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
通
称
：
じ
ば
さ
ん
三
重
）
内

に
平
成
15
年
10
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
「
伊
賀
研
究
拠
点
」
を
公
益
財
団
法
人

伊
賀
市
文
化
都
市
協
会
の
三
重
県
伊
賀
市

ゆ
め
が
丘
の
産
学
官
連
携
地
域
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
」
内
に
平

成
21
年
４
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
平
成

24
年
３
月
に
伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅
前
の

「
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
」
内
に
上
野
商
工
会

議
所
の
支
援
に
よ
り
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
産
学
連
携
活
動
を
推
進

し
た
結
果
、
三
重
大
学
の
共

同
研
究
件
数
は
平
成
28
年
度

２
３
６
件
で
、
そ
の
内
、
中

小
企
業
と
の
共
同
研
究
件
数

は
95
件
で
す
。こ
の
件
数
は
、

全
国
の
大
学
の
中
で
も
上
位

に
位
置
す
る
件
数
で
、
文
部

科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政

策
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
特

に
平
成
27
年
度
の
同
一
県
内

の
中
小
企
業
と
の
共
同
研
究

件
数
は
59
件
で
、
東
京
大

学
、
信
州
大
学
に
次
ぐ
、
全
国
３
位
で

す
。
ま
た
共
同
・
受
託
研
究
の
実
施
件
数

は
１
１
５
件
で
あ
り
、
東
海
地
方
の
大
学

で
名
古
屋
大
学
、
名
古
屋
工
業
大
学
に
次

ぐ
、
第
３
位
で
す
。
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三
重
大
学
の
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
構

想
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
基
に
、
三
重

大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
地
域
に
還
元

し
、
地
域
創
生
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

計
画
さ
れ
、
三
重
県
全
体
を
教
育
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
三
重
大
学
か
ら
地
理

的
に
離
れ
た
地
域
に
活
動
拠
点
を
設
置

し
、
地
域
と
連
携
し
た
実
践
的
な
教
育
研

究
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
活
動

の
場
と
な
る
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
具
体

的
な
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
各
地
域
の

自
治
体
施
設
等
を
活
用
し
た
「
地
域
サ
テ

ラ
イ
ト
」を
設
置
し
、地
域
発
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
起

こ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
役
割
と
し

て
、
以
下
の
２
つ
の
役
割
を
掲
げ
て
い
ま

す
。⑴

地
域
企
業
・
自
治
体
等
が
抱
え
て
い

る
課
題
の
発
掘
や
解
決
方
法
に
関
す

る
共
同
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
「
地
域
課
題
の
解
決
」
を
目
指
す

こ
と

⑵
地
域
と
連
携
し
た
実
践
型
授
業
科
目

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
よ
り
、

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
の
役
割

産
学
連
携
の
現
状

図１　三重大学の地域拠点サテライト

（一財）
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地
域
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
の

メ
リ
ッ
ト

地
域
課
題
を
教
育
研
究
の
題
材
と

し
、
学
生
を
教
育
す
る
こ
と
で
地
域

の
課
題
を
積
極
的
に
考
え
る
「
地
域

人
材
の
養
成
」
を
目
指
す
こ
と

　

ま
た
地
域
課
題
の
解
決
手
法
は
、
三
重

大
学
が
総
合
大
学
で
あ
る
特
色
を
活
か

し
、
地
域
の
課
題
を
教
育
研
究
の
対
象
に

多
面
的
な
視
点
か
ら
解
決
方
法
を
地
域
社

会
に
対
し
て
提
案
し
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
地
域
を
活
性
化
し
、
地
域

住
民
の
幸
福
感
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

そ
し
て
、
三
重
大
学
で
は
こ
の
２
つ
の

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
に
関
し

て
、
法
人
化
後
の
第
３
期
中
期
期
間
（
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
）
に
お
け
る

以
下
の
数
値
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

⑴
中
小
企
業
と
の
共
同
研
究
の
件
数
を

２
倍
に
し
、
２
０
０
件
に
す
る
。

⑵
地
域
課
題
に
関
す
る
授
業
や
地
域
の

自
治
体
及
び
企
業
等
と
の
各
種
連
携

活
動
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
）
を

通
じ
て
、
学
部
学
生
の
県
内
企
業
へ

の
就
職
率
を
平
成
26
年
度
実
績
と
比

較
し
、
10
％
増
加
さ
せ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
役
割
は
、

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
要
素
で
す
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
自
治
体
や
企
業
等
が
抱
え
て
い
る
地
域

課
題
に
関
す
る
共
同
研
究
や
地
域
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
学
生
が
卒
業
研
究
や
大
学
院

で
の
研
究
テ
ー
マ
に
す
る
と
、
教
員
と
一

緒
に
な
っ
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
研

究
を
進
め
、
現
地
を
実
際
に
見
に
行
こ
う

と
し
ま
す
。
す
る
と
、
課
題
の
あ
る
地
域

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
よ

う
に
な
り
、
地
域
に
行
き
、
地
域
の
方
と

交
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
課
題
が
学
生
に
と
っ
て
身
近
な
問

題
と
な
り
、
そ
の
地
域
に
愛
着
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
就
職
先
と
し
て
選
択
す
る
学

生
が
増
加
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
に
若
い
学
生

が
入
り
、
新
し
い
視
点
で
地
域
の

課
題
を
考
え
、
そ
の
課
題
解
決
方

法
に
つ
い
て
、
大
学
の
先
生
に
相

談
し
に
行
く
と
、
次
は
後
輩
が
そ

の
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
、
連

鎖
的
に
地
域
に
若
い
学
生
が
行
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

連
鎖
を
次
々
に
つ
な
い
で
い
け

ば
、
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
。

　

こ
の
利
点
を
地
域
の
方
に
は
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
将
来
に
向
け
て
の
投
資

と
考
え
、
大
学
と
の
共
同
研
究
・

受
託
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
の
運
営
体
制

は
、
学
内
の
教
職
員
で
構
成
さ
れ
る
学
内

組
織
（「
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営
会

議
」
と
各
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
に
設
置
さ
れ

た
「
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営
検
討
部
会
」）

と
学
外
の
地
域
の
有
識
者
が
加
わ
る
「
地

域
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営
委
員
会
」
で
組
織
さ

れ
ま
す
（
図
３
）。「
地
域
拠
点
サ
テ

ラ
イ
ト
運
営
会
議
」は
、学
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
学
長
を
議
長
と
し
、
長
期

的
大
局
的
な
視
点
か
ら
、
地
域
拠
点

サ
テ
ラ
イ
ト
の
方
向
性
、
予
算
計
画

な
ど
を
議
論
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
会
議
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
基
づ

き
、「
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営
検
討

部
会
」
で
サ
テ
ラ
イ
ト
の
具
体
的
な

活
動
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
各
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
評
価
と
改

善
方
法
を
「
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営

委
員
会
」
で
検
討
し
、
よ
り
地
域
の

意
見
を
反
映
し
た
地
域
貢
献
活
動
、

地
域
活
性
化
活
動
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
は
、
地
域
貢
献
活
動
を
し
な

が
ら
、
ま
だ
「
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
運

営
委
員
会
」
の
開
催
準
備
を
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
今
後
、
各
地
域
の

人
々
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域

に
住
ん
で
い
る
方
に
長
期
的
な
視
点

で
喜
ば
れ
る
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
に
関
連
す
る
教

育
研
究
活
動
を
実
施
す
る
組
織
と
し
て
、

従
来
の
「
社
会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と

「
生
命
科
学
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
し
、

「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
」
に

組
織
替
え
し
、
そ
の
中
の
一
部
を
切
り
出

し
、
三
重
大
学
の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
で

の
教
育
研
究
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、

「
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
い
う
組
織

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
の
運
営

管
理
体
制

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
に
関
連

す
る
実
施
組
織

図３　地域拠点サテライトの運営管理体制

図２　課題解決による幸福感の向上
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を
設
置
し
、
実
際
の
活
動
を
す
る
教
職
員

は
三
重
大
学
の
全
学
部
・
研
究
科
等
の
教

員
と
学
生
で
す
（
図
４
）。

　

ま
た
「
地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
構

成
す
る
組
織
と
し
て
「
伊
賀
サ
テ
ラ
イ

ト
（
平
成
28
年
11
月
設
置
）」「
東
紀
州
サ

テ
ラ
イ
ト
（
平
成
28
年
11
月
設
置
）」「
伊

勢
志
摩
サ
テ
ラ
イ
ト
（
平
成
29
年
４
月
設

置
）」「
北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
（
平
成
30
年
度

設
置
予
定
）」
の
４
つ
の
地
域
サ
テ
ラ
イ

ト
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お

「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
い
う
名
称
は
学
内
で

の
組
織
の
論
理
的
な
名
称
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
（
図
５
）。

　

伊
賀
地
域
で
は
、
す
で
に
「
伊
賀
研
究

拠
点
」
と
「
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で

地
域
と
連
携
し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
２
つ
の
活
動
拠
点
を
「
伊
賀
サ
テ

ラ
イ
ト
」
の
学
舎
（
物
理
的
な
活
動
場
所
）

と
し
て
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
共
同

で
課
題
解
決
方
法
を
考
え
、
地
域
と
の
連

携
活
動
を
実
施
し
、
学
部
間
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

東
紀
州
地
域
で
は
、
教
育
学
部
で
サ
テ

ラ
イ
ト
の
設
置
前
か
ら
熊
野
市
の
木
本
高

校
で
連
携
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

本
格
的
な
活
動
と
な
る
教
職
大
学
院
の
活

動
拠
点
を
全
学
の
「
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ

ト
」
の
「
東
紀
州
教
育
学
舎
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
２
名
の
教
育
学
部
の
教
員
が
交

代
で
木
本
高
校
に
出
向
い
て
高
校

生
向
け
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
尾
鷲
市
で
の
教
育
研
究
拠
点

と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
満
百
人

会
所
有
の
「
天
満
荘
」
を
「
東
紀

州
産
業
振
興
学
舎
」
と
呼
び
、
地

域
産
業
を
振
興
す
る
た
め
の
教
育

研
究
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
志
摩
地
域
で
は
、
以
前
か

ら
生
物
資
源
学
研
究
科
が
志
摩
市

に
水
産
実
験
所
を
開
設
し
て
水
産

実
習
を
実
施
し
て
お
り
、
志
摩
市

役
所
内
に
立
命
館
大
学
・
三
重
大

学
連
携
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
活
動
を
発
展
さ
せ
、

よ
り
多
く
の
学
生
と
教
員
が
伊
勢

志
摩
地
域
で
教
育
研
究
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
学
舎
の
整
備
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

北
勢
地
域
で
は
、
平
成
15
年
10

月
か
ら
近
鉄
四
日
市
駅
の
近
く
の

公
益
財
団
法
人
三
重
北
勢
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
じ
ば
さ

ん
三
重
）
に
「
四
日
市
フ
ロ
ン
ト
」

を
設
置
し
て
お
り
、
近
鉄
塩
浜
駅

近
く
の
「
三
重
県
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
高
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）」
に
は
、
工

学
研
究
科
分
子
素
材
工
学
専
攻
と

連
携
し
た
「
ポ
リ
マ
ー
リ
チ
ウ
ム

二
次
電
池
共
同
開
発
」
の
研
究
部

会
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
発

展
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
諸
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
多
様
な

地
域
の
課
題
を
共
同
で
教
育
研
究

す
る
学
舎
を
整
備
す
る
準
備
を
現

在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
構
想

は
、
三
重
大
学
に
と
っ
て
新
し
い

試
み
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
地
域

と
の
連
携
活
動
を
実
施
し
、
サ
テ

ラ
イ
ト
が
地
域
の
活
性
化
に
役
立

つ
か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
の
活
動
は
、「
一
過
性
の
活
動

で
は
学
生
の
雇
用
創
出
に
結
び
つ
か
な

い
。」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
特
性

を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
長
期
的
な
視
点
で
考
え

な
が
ら
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
サ
テ

ラ
イ
ト
に
な
る
よ
う
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
く
る

方
法
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の
方
々
と

本
音
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
地
域
の

課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
深
く
考

え
、
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確

化
し
、
地
域
を
長
期
的
に
活
性
化
さ
せ
る

方
法
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
方
法
に
関
し
て
、

他
の
地
域
に
比
べ
優
位
性
が
示
せ
る
新
技

術
・
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
導
入
し
、
地

域
に
溶
か
し
込
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

　

三
重
大
学
の
教
職
員
の
地
域
貢
献
に
関

す
る
意
識
は
、
四
日
市
フ
ロ
ン
ト
を
開
設

し
た
頃
に
比
べ
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
地
方
大
学
の
存
在
意
義
を
理
解
し

て
い
る
方
が
多
数
い
ま
す
。
是
非
、
三
重

大
学
を
活
用
す
る
た
め
に
、
課
題
を
明
確

に
し
、
大
学
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究

等
の
申
し
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
予
定

図5　各地域サテライトに設置する学舎

図４　地域拠点サテライトに関連する組織
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■
町
村
総
会
の
設
置
検
討

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
議
会
を
廃
止

し
、
有
権
者
が
直
接
予
算
案
な
ど
を
審
議

す
る
「
町
村
総
会
」
を
設
置
す
る
検
討
を

高
知
県
大
川
村
が
始
め
た
。
６
月
12
日
の

村
議
会
開
会
で
村
長
が
『
議
会
を
廃
止
し

て
有
権
者
に
よ
る
「
村
総
会
」
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
』
と
正
式

表
明
し
た
。
あ
と
２
年
に
迫
っ
た
村
議
選

で
立
候
補
者
が
定
足
数
に
足
ら
な
い
事
態

と
な
っ
た
と
き
に
備
え
、
調
査
研
究
を
始

め
よ
と
指
示
し
、
議
会
を
存
続
す
る
た
め

の
対
策
と
共
に
、
総
会
設
置
・
運
営
の
課

題
を
探
る
意
向
を
示
し
た
。

　

地
方
自
治
法
は
、
町
村
が
条
例
に
よ

り
、
議
会
を
置
か
ず
に
有
権
者
が
予
算
案

な
ど
を
直
接
審
議
す
る
「
町
村
総
会
」
を

設
置
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。（
自
治
法

94
条
）

　

大
川
村
の
人
口
は
約
４
０
０
人
で
離
島

を
除
き
全
国
最
少
。
２
０
１
９
年
４
月
の

任
期
満
了
に
伴
う
村
議
選
で
定
数
（
６
）

を
満
た
せ
ず
、
議
会
を
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
総
会
に
は
町
村
議
会
の
規
定
が

準
用
さ
れ
、
有
権
者
の
半
数
以
上
の
出
席

が
必
要
と
な
る
。
同
村
の
有
権
者
は
約

３
５
０
人
で
、
高
齢
化
率
は
４
割
を
超
え

る
。
介
護
施
設
や
病
院
に
入
る
高
齢
者
も

い
る
中
、
定
足
数
を
満
た
せ
る
か
な
ど
課

題
は
多
い
。
こ
の
た
め
村
議
会
と
し
て

は
、
議
会
存
続
の
た
め
議
員
報
酬
引
き
上

げ
な
ど
の
議
員
確
保
策
を
優
先
し
て
議
論

す
る
方
針
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
川
村
の
問
題
提
起
を
受
け
、
国

（
総
務
省
）
で
も
検
討
を
始
め
、
町
村
総

会
を
含
め
た
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
高

市
早
苗
総
務
相
は
「
総
務
省
と
し
て
も
町

村
議
会
の
声
に
耳
を
傾
け
、
検
討
を
開
始

し
た
い
」
と
し
た
。（
毎
日
新
聞
）

■
町
村
議「
な
り
手
」対
策
に
国
の
支
援
を

　

過
疎
化
や
高
齢
化
で
地
方
議
員
の
な
り

手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
北
海
道
十
勝

町
村
議
会
議
長
会
は
、
議
員
確
保
策
を
国

に
要
望
す
る
こ
と
を
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
の
総
会
で
提
案
し
た
。
議
員
活
動
の

た
め
の
環
境
整
備
や
選
挙
活
動
の
公
費
負

担
拡
大
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
北
海

道
内
で
も
定
数
割
れ
の
ほ
か
、
無
投
票
当

選
が
増
え
て
お
り
、
抜
本
的
な
議
員
確
保

策
が
必
要
と
判
断
し
た
。
２
０
１
５
年
の

統
一
地
方
選
で
、
十
勝
管
内
の
浦
幌
町
議

選
は
、
定
数
11
に
対
し
10
人
し
か
立
候
補

が
な
く
、
道
内
で
唯
一
の
定
数
割
れ
と

な
っ
た
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、
地

方
自
治
体
の
財
政
難
に
伴
う
議
員
報
酬
の

低
さ
な
ど
か
ら
、
議
員
の
な
り
手
不
足
は

浦
幌
町
だ
け
で
な
く
、
十
勝
管
内
、
さ
ら

に
は
道
内
の
各
自
治
体
共
通
の
悩
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

十
勝
町
村
議
会
議
長
会
は
、
①
本
業
を

持
つ
人
が
議
会
活
動
を
す
る
た
め
の
休

職
、
復
職
、
変
則
勤
務
な
ど
の
制
度
的
環

境
整
備
、
②
選
挙
活
動
の
公
費
負
担
拡

大
、
③
若
者
や
女
性
の
議
員
を
増
や
す
た

め
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
④
地
方
議

会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
に
向
け
た
法
整

備
と
退
職
金
な
ど
の
支
給
検
討
を
要
望
し

て
い
る
。（
北
海
道
新
聞
）

■
県
内
の
市
町
議
会
議
員
選
挙

　

県
内
に
お
い
て
も
今
年
に
な
っ
て
か
ら

は
、
２
月
に
大
紀
町
議
会
、
３
月
に
伊
賀

市
議
会
、
４
月
に
木
曽
岬
町
議
会
、
６
月

に
尾
鷲
市
議
会
、
７
月
に
松
阪
市
議
会
の

議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
今
後
10

月
に
は
志
摩
市
議
会
、
伊
勢
市
議
会
、
11

月
に
は
い
な
べ
市
議
会
、
御
浜
町
議
会
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
定
数
割
れ
な
ど
の
事
態
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
い
ず
れ
こ
の
「
議
員
の
な
り
手

不
足
の
問
題
」
は
、「
町
村
総
会
の
問
題
」

と
と
も
に
有
権
者
で
あ
る
住
民
全
体
が
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。

■
今
後
の
課
題

　

先
の
高
知
県
大
川
村
や
北
海
道
十
勝
地

方
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
今
日
の
議

員
の
な
り
手
不
足
問
題
だ
け
で
な
く
、
間

接
民
主
制
の
危
機
（
議
会
制
民
主
制
の
形

骸
化
）
は
今
日
で
も
指
摘
さ
れ
て
、
住
民

総
会
を
含
め
て
直
接
民
主
制
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、日
本
に
お
い
て
住
民
総
会（
町

村
総
会
）
は
成
立
す
る
だ
ろ
う
か
？

　

ま
ず
、
日
本
の
自
治
体
の
活
動
量
は
世

界
の
自
治
体
と
比
較
し
て
豊
富
で
あ
り
、

監
視
機
能
や
政
策
提
言
機
能
を
発
揮
し
て

い
こ
う
と
す
れ
ば
日
常
的
な
活
動
が
必
要

と
な
る
。
そ
う
な
る
と
住
民
総
会
は
、
同

様
の
活
動
を
恒
常
的
に
行
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
定
足
数
は
半
数
以
上
で
あ

る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
自
治
体
に

お
い
て
、
住
民
が
日
常
的
に
出
席
す
る
可

能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
住
民
総
会
に
お
い
て
も
討
議
の

場
の
設
定
と
同
じ
よ
う
に
、
首
長
等
と
政

策
競
争
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
首

長
か
ら
提
出
さ
れ
る
議
案
に
対
し
て
、
住

民
総
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
専

決
処
分
が
乱
発
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

そ
う
な
れ
ば
首
長
主
導
型
の
住
民
総
会
と

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に

は
、
住
民
総
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
議

論
し
、
議
決
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。
も

し
住
民
総
会
で
議
論
し
よ
う
と
思
え
ば
、

恒
常
的
に
開
催
し
た
と
し
て
も
議
論
ど
こ

ろ
で
は
な
く
追
認
機
関
化
す
る
だ
け
で
、

現
在
の
二
元
代
表
制
の
自
治
体
議
会
制
度

以
上
に
ま
ず
い
制
度
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

高
知
県
大
川
村
や
総
務
省
が
ど
の
よ
う

な
検
討
結
果
を
出
し
て
く
れ
る
の
か
、
今

後
の
議
論
の
推
移
を
見
守
る
と
と
も
に
、

こ
の
問
題
を
契
機
に
し
て
我
々
も
自
治
体

議
会
の
在
り
方
を
今
一
度
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
上
席
研
究
員
　
高
沖
秀
宣
）

議
会
は
自
治
の
問
題
⑨


